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vol.579
http://www.town.oyamazaki.kyoto.jp

■衆議院京都府第３区選出議員補欠選挙 Ｐ２
■平成28年度  わくわくクラブおおやまざきの会員を募集 Ｐ３
■大山崎町第４次総合計画を策定しました Ｐ４
■大山崎町人口ビジョン・総合戦略を策定しました Ｐ４
■町内会・自治会に加入しませんか？ Ｐ４
■障害者差別解消法が施行されます Ｐ５
■「手話教室」のお知らせ Ｐ５
■青少年事業『歴史体験教室』の受講生を募集します Ｐ６

4
2016（平成28）年

今月の主な内容

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
陽
気
に
包
ま
れ
た
こ
の
日
、大
山
崎
中
学
校

で
は
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
を
境
に
広

い
世
界
へ
と
羽
ば
た
く
卒
業
生
た
ち
は
、は
れ
ば
れ
と
し
た
表

情
で
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

【
３
月
15
日
火　
大
山
崎
中
学
校
】

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



18歳への選挙権年齢引き下げについては、平成28年
6月19日以降に公示または告示される国政選挙からの
適用となるため、今回の補欠選挙には適用されません。
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※ 

第
１
投
票
所
へ
車
で
来
る
こ
と
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い（
投
票
日
は
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
、

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
が
大
変

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
）

入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　
４
月
13
日
水
ま
で
に
、
投
票
所
入
場
整
理
券

（
ハ
ガ
キ
）
を
各
戸
配
布
し
ま
す
。
万
一
、
入

場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

か
つ
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
の
予
定
の

あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
＝
４
月
13
日
水
〜
23
日
土
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時

※
期
間
中
は
土
日
も
投
票
で
き
ま
す

場
所
＝
大
山
崎
町
役
場
３
階
防
災
会
議
室

持
ち
物
＝
投
票
所
入
場
整
理
券
（
ハ
ガ
キ
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
大
山
崎
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
中
の
方

や
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
中
の
方
は
、

「
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
＝
４
月
13
日
水
〜
23
日
土

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
重
度
の
身
体
障
が
い
な
ど
で
外
出
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
自
宅
で
投
票
し
郵
送
を
す
る
こ

投
票
で
き
る
人

　
本
町
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
し
、
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し

て
い
る
方
で
す
。

○
平
成
８
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
日
本
国
民
の
方

○ 

平
成
28
年
1
月
11
日
以
前
に
大
山
崎
町
に
住

民
登
録
（
転
入
届
出
）
を
さ
れ
た
方

注
意
！

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
平
成
28
年
４
月
11
日

を
基
準
日
と
し
た
選
挙
人
名
簿
を
用
い
ま

す
。
平
成
28
年
１
月
12
日
以
後
に
本
町
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
な
い
た
め
、
本
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。投

票
所
に
つ
い
て

　
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
方
は
、

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
次
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
。

 

第
１
投
票
所 

／
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

 

第
２
投
票
所 

／
町
役
場
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

 

第
３
投
票
所 

／
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

 

第
４
投
票
所 

／
下
植
野
集
会
所

と
が
で
き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
問
合
せ
先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

選
挙
公
報
に
つ
い
て

　
選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
２
日
前
（
４
月
22

日
金
）
ま
で
に
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。
届
か
な

い
場
合
は
、
至
急
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
左
記
の
町
内
の
公
共
施
設

に
も
備
え
置
き
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
お
取

り
い
た
だ
け
ま
す
。

【
選
挙
公
報
を
備
え
置
く
施
設
】

①
大
山
崎
町
役
場

②
大
山
崎
町
立
中
央
公
民
館

③
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

④
大
山
崎
町
保
健
セ
ン
タ
ー

⑤
大
山
崎
町
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
長
寿
苑
」

⑥
大
山
崎
町
体
育
館

⑦
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

開
票
に
つ
い
て

　
４
月
24
日
日
午
後
９
時
か
ら
大
山
崎
町
立
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

　
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
６
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
＝
大
山
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
町
政
策
総
務
課
内
、

内
３
２
４
・
３
７
１
）

　
衆
議
院
京
都
府
第
３
区
選
出
議
員
補
欠

選
挙
は
、４
月
24
日
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
与
え
ら
れ
た
１
票
の
権
利

を
慎
重
に
正
し
く
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

衆議院京都府第３区
選出議員補欠選挙
平成28年4月24日日
午前７時～午後８時

※ ▼開催期間▼種目▼場所▼時間などは変更する場
合があります
対象＝①～⑫／小・中学生、⑬／成人

■わくわくサタデーナイト

　とき＝土の午後６時～８時
ところ＝毎月（８月を除く）／大山崎町体育館
５月、７月、10月、１月／大山崎小学校
６月、９月、11月、３月／第二大山崎小学校

※ ８月は夏休みのため開催しません
参加費＝会員は無料。一般は小学生100円、中学生
以上200円
内容＝卓球・バトミントンなど

　活動内容紹介　

■わくわくスポーツ教室開催予定

　詳しくは、募集要項をご覧ください。
　 種　目 開催場所
① バドミントン

大山崎町体育館② フェンシング
③ 新体操
④ ソフトテニス 桂川河川敷公園テニスコート
⑤ ドッジボール

大山崎小学校⑥ 剣道
⑦ 野球
⑧ ソフトボール

第二大山崎小学校
⑨ 卓球
⑩ バレーボール

大山崎中学校⑪ バスケットボール
⑫ サッカー
⑬ ソフトバレーボール 大山崎小学校

種　目 開催日（予定）
春のハイキング ５月15日日
カヌー教室 ８月６日土、７日日
大人だけのソフトボール大会 11月３日
秋のハイキング 11月下旬
クリスマスイベント 12月23日
スキー教室 平成29年２月18日土、19日日
設立記念イベント 平成29年３月25日土

※ Ａ会員のみ継続割引あり （１人１,000円引き）
※ 幼児、小・中学生は、スポーツ安全保険に加入
するため別途800円が必要

入会申込受付は４月16日土から

平成28年度 わくわくクラブおおやまざきの会員を募集
町内に在住または在勤の方を対象に、わくわくクラブおおやまざきの会員を募集しています。

申込用紙（町教育委員会、町体育館に置いています）に必要事項を記入・押印し、会費を添えて申込先まで。
問・申込先＝わくわくクラブおおやまざき事務局　☎956－0567（町体育館内）

※受付時間は10:00 ～ 16:00（月を除く）

■各種イベント

※ 開催日や開催場所などは変更する場合があります
※ 各種目とも、定員になり次第受付を終了します
※ 各種イベントの参加費はその都度設定します

■わくわくハイキング

　詳しくは４月下旬にチラシなどでお知らせします。
とき＝５月15日日

　年会費　

Ａ会員
5,000円／年

○スポーツ教室２教室以上参加可能
○サタデーナイト参加無料
○イベント参加料割引あり

Ｂ会員
3,000円／年

○スポーツ教室１教室参加可能
○サタデーナイト参加無料
○イベント参加料割引あり

Ｃ会員
2,500円／年

○サタデーナイト参加無料
○イベント参加料割引あり

賛助会員
2,000円／年 ○イベント参加料割引あり
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町からのお知らせ 町からのお知らせ

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法
）

が
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法

律
で
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
求

め
て
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
を
機
に
、

今
一
度
ご
自
身
の
普
段
の
行
動
を
顧
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

法
の
対
象
と
な
る
「
障
が
い
者
」

の
範
囲
は
？

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
に
限
ら

ず
、
身
体
、
知
的
、
精
神
、
そ
の
他
心
や

体
の
働
き
に
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
障
が

い
や
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制

限
を
受
け
て
い
る
人
す
べ
て
を
指
し
て
い

ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
は
？

　
こ
の
法
律
で
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど

の
事
業
者
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し

て
、
正
当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
を
理
由

と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

大
山
崎
町
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

大
山
崎
町
人
口
ビ
ジ
ョン・総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

町
内
会・自
治
会
に
未
加
入
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

町
内
会・自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　「
大
山
崎
町
総
合
計
画
」
は
、
大
山
崎

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
最
上
位

の
計
画
と
し
て
、「
基
本
構
想
」
と
「
基

本
計
画
」
か
ら
成
る
も
の
で
す
。

　「
基
本
構
想
」
で
は
、
10
年
間
（
平
成

28
年
度
〜
平
成
37
年
度
）
の
基
本
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
ま
ち
の
将
来
像
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　「
基
本
計
画（
前
期
）」で
は
、5
年
間（
平

成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
）
に
取
り
組
む

施
策
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
計
画
で
は
、
本
町
の
将
来
像
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

　『
天
王
山
の
ふ
も
と
、
三
川
合
流
の
地
　

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
ま
ち
　
え
え
と

こ
、
が
ん
ば
る
、
お
お
や
ま
ざ
き
』

（
キ
ー
ワ
ー
ド
：「
え
が
お
（
笑
顔
）」）

　
こ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
策
定
し
た
大
山
崎
町
総
合
計
画

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
公
共
施
設
の
情

報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
１
３
）

町
内
会
・
自
治
会
っ
て
？

　
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
、
よ
り
よ
い
環

境
の
も
と
で
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
自
主
的
・
自
発
的
に
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
団
体
で
す
。

町
内
会
・
自
治
会
に
は

ど
う
い
う
役
割
が
あ
る
の
？

　
町
内
会
、
自
治
会
の
役
割
や
活
動
は
主

に
以
下
の
５
つ
。
特
に
、
自
主
防
災
組
織

と
の
関
係
か
ら
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

① 

地
域
の
絆
（
き
ず
な
）
を
つ
く
る
た
め

　  

▼
災
害 

▼
事
件 

▼
事
故
な
ど
の
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
は
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

②
互
助
活
動
の
た
め

　  

災
害
発
生
時
な
ど
の
対
応
や
、
高
齢
者

世
帯
な
ど
へ
の
細
か
い
配
慮
は
、
町
内

会
・
自
治
会
を
中
心
と
し
た
近
隣
の
助

け
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

③
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め

　  

町
内
会
・
自
治
会
活
動
の
な
か
で
、
地

域
の
身
近
な
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、行
政
と
の
連
絡
体
制
を
作
り
ま
す
。

④
生
活
環
境
の
充
実
・
向
上
の
た
め

　  

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
地
域

の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
、
▼
自
主
防
災
活

動
▼
防
犯
活
動
▼
交
通
安
全
▼
町
内
美

化
な
ど
、
地
域
で
の
協
力
活
動
を
行
い

ま
す
。

⑤
親
睦
・
交
流
の
た
め
に

　  

ス
ポ
ー
ツ
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

各
町
内
会
・
自
治
会
対
抗
の
体
育
祭
な

ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
に

加
入
す
る
に
は
？

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
の
方
に
は
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
お
む
ね
15
世
帯
以
上
を
め
や

す
に
、
新
た
な
町
内
会
・
自
治
会
を
組
織

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
政
策
総
務
課
　
企
画
観
光
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

の
禁
止
」
と
い
い
ま
す
。

【
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
例
】

○
障
が
い
者
本
人
を
無
視
し
て
、
付
き
添

い
の
人
に
だ
け
話
し
か
け
る

○
保
護
者
や
介
助
者
が
一
緒
に
い
な
い
と

お
店
に
入
れ
な
い

○
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
受
付

の
対
応
を
拒
否
す
る

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
？

　
こ
の
法
律
で
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど

の
事
業
者
に
対
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

か
ら
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り

除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し

て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き

に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す

る
こ
と
（
事
業
者
に
対
し
て
は
、
対
応
に

努
め
る
こ
と
）
を
求
め
て
い
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
】

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
障
が
い
特
性
に
応

じ
て
座
席
配
置
を
決
め
る

○
案
内
の
際
、
歩
く
速
度
を
障
が
い
者
に

合
わ
せ
る

○
事
務
手
続
の
際
に
、
職
員
な
ど
が
必
要

書
類
の
代
読
や
代
筆
を
行
う

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
５
３
）

　
国
に
お
い
て
、
地
方
人
口
の
減
少
お
よ

び
東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
目
的
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
平
成
26

年
に
制
定
さ
れ
、
地
方
創
生
の
取
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
国
の
取
組
み
を
踏
ま
え
て
「
①
大

山
崎
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
②
大
山
崎

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

①
「
大
山
崎
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

　  

町
の
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
め

ざ
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来

展
望
を
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

② 

「
大
山
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」

　  

町
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
ま

ち
の
活
力
の
回
復
・
向
上
を
め
ざ
し
て

定
住
を
促
進
し
、
快
適
で
質
の
高
い
、

魅
力
あ
る
「
大
山
崎
ぐ
ら
し
」
の
維
持

向
上
を
め
ざ
す
取
組
み
に
つ
い
て
示
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
公
共

施
設
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係

（
内
３
１
６
）

豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
手
話
教
室
」の
お
知
ら
せ

　
初
め
て
手
話
を
習
う
方
向
け
の
講
座
で

す
。
大
切
な
の
は
「
伝
え
あ
う
」
こ
と
。

あ
な
た
も
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
保
育
も
あ

り
ま
す
。

※ 

今
回
の
入
門
課
程
に
続
く
基
礎
課
程

は
、
８
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す

【
入
門
課
程
】

と
き
＝
５
月
13
日
〜
７
月
29
日
の
毎
週
金

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
12
回
）

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
（
６
月
10
日
は
保

健
セ
ン
タ
ー
）

内
容
＝
手
話
の
日
常
会
話
と
聴
覚
障
が
い

者
の
く
ら
し
の
学
習

指
導
＝
乙
訓
ろ
う
あ
協
会
、
乙
訓
手
話
サ

ー
ク
ル
で
ん
で
ん
虫
会
員

参
加
費
＝
無
料

※ 

別
途
テ
キ
ス
ト
代
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）
３
，

２
４
０
円
が
必
要
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は

入
門
課
程
と
基
礎
課
程
が
１
冊
に
な
っ

て
い
ま
す

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
中
学

生
以
上
の
方

定
員
＝
20
人

申
込
締
切
＝
４
月
22
日
金

申
込
方
法
＝
▼
住
所
▼
氏
名
▼
年
齢
▼
連

絡
先
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
▼ 

受
講

動
機
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
込
先
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
５
２
）、

９
５
７
―
４
１
６
１
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tow
n.oyam

azaki.lg.jp



大山崎町歴史資料館にある国宝「待庵」のレプリカ ▼

広報おおやまざき7 2 0 1 6 . 4 6広報おおやまざき2 0 1 6 . 4

町からのお知らせ

青
少
年
事
業『
歴
史
体
験
教
室
』の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
青
少
年
事
業
と
は
、
毎
年
度
教
育
委
員

会
が
策
定
す
る
『
指
導
の
重
点
』
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
本
町
で
は

昨
年
度
、
従
来
の
青
少
年
事
業
に
学
び
と

体
験
の
要
素
を
加
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、「
防
災
体
験
教
室
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
そ
の
第
２
期
と
し
て
「
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

身
近
な
も
の
か
ら
分
か
る
、
本
町
の
歴
史

や
文
化
財
の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

活
　
動

　
１
年
を
通
し
て
３
〜
４
回
程
度
の
実
習

を
行
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

見
学
な
ど
を
通
し
て
歴
史
を
考
え
る
力
を

育
む
と
と
も
に
、
本
物
の
遺
跡
や
出
土
遺

物
が
持
つ
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
詳
細
は
左
の
表
の
と
お
り
）

募
集
要
項

対
象
＝
本
町
在
住
の
小
学
校
４
年
生
〜
中

学
校
３
年
生
で
、
原
則
と
し
て
年
間
を
通

し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
方
。

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

※ 

定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り

ま
す

申
込
期
間
＝
４
月
15
日
金
〜
５
月
13
日
金

参
加
費
＝
３
，
３
０
０
円
／
１
年

※ 

▼
受
講
用
資
料
▼
施
設
利
用
料
▼
交
通

費
▼
研
修
材
料
▼
保
険
料
な
ど
と
し

て
、
申
込
時
に
徴
収
し
ま
す

申
込
方
法
＝
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
対

象
者
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
写
し

を
２
枚
と
、
参
加
費
を
添
え
て
、
左
記
申

込
先
ま
で
持
参
。

申
込
書
の
入
手
方
法
＝
町
立
の
小
中
学
校

で
事
前
に
配
布
す
る
ほ
か
、
申
込
窓
口
に

も
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
な
ど
で

送
付
希
望
も
承
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
左
記
問
合
せ
先
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課
（
役
場
２
階

24
番
窓
口
）
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内

２
３
４
）

※ 

受
付
は
月
〜
金
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

活
動
内
容
の
詳
細

実
施
月

活
動

内
容

６
〜
８
月
頃

結
団
式
・
お
城
見
学

近
畿
地
方
に
あ
る
有
名
な
お
城

に
行
き
ま
す
。

11
月
頃

山
崎
城
跡
探
索

本
町
歴
史
資
料
館
館
長
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
山
崎
城
跡
を
探

索
し
ま
す
。

１
月
頃

歴
史
資
料
館
で
の

実
習

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
歴

史
資
料
館
を
見
学
し
ま
す
。
学

芸
員
の
解
説
を
聞
い
て
、「
も

の
」
が
持
つ
魅
力
の
世
界
に
旅

立
ち
ま
し
ょ
う
。
見
学
後
に
は

山
崎
に
ち
な
ん
だ
ク
ラ
フ
ト
を

し
ま
す
。

３
月
頃

解
団
式

解
団
式
を
し
ま
す
。

淀
川
さ
ん
、
花
見
の
季
節
だ
ね
。
こ
の
時

期
は
ね
、
桜
の
儚
い
美
し
さ
に
無
常
を
感
じ

る
と
で
も
い
う
の
か
な
。
俗
世
間
の
些
事
を

忘
れ
て
、
ひ
た
す
ら
感
傷
に
浸
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
そ

ん
な
僕
は
毎
年
、
町
内
の
と
っ
て
お
き
の
場
所
で
桜
を

楽
し
ん
で
い
る
ん
だ
よ
。

今
年
は
割
と
暖
か
い
春
だ
か
ら
ね
。
長
く

楽
し
め
る
と
い
い
ね
。

「
ど
こ
？
」
っ
て
聞
い
て
よ
、
淀
川
さ
ん
。

聖
天
さ
ん
だ
よ
。

観
音
寺
、
別
名
山
崎
聖
天
だ
ね
。
境
内
に

は
昭
和
初
期
に
植
え
ら
れ
た
約
３
０
０
本

の
桜
が
春
を
彩
っ
て
い
る
ね
。

こ
の
お
寺
は
、
平
安
時
代
に
宇う

多だ

天て
ん

皇の
う

の
勅ち

ょ
く
が
ん願で

開

か
れ
た
歴
史
の
あ
る
お
寺
で
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に

木も
く

食じ
き

以い

空く
う

と
い
う
お
坊
さ
ん
が
お
堂
な
ど
の
建
物
を
建

立
し
た
ん
だ
よ
。

変
わ
っ
た
名
前
の
人
だ
ね
。

こ
の
人
は
五
穀
を
断
ち
、
一
日
一
回
だ
け

水
を
飲
み
、
両
手
い
っ
ぱ
い
の
蕎
麦
を
食
べ

る
の
み
で
精
進
さ
れ
、
大
変
な
神
通
力
を
得

た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
。
ま
た
、
明
智
光
秀
と
同
じ
土

岐
氏
の
縁
続
き
な
の
で
、
お
寺
に
は
同
じ
桔
梗
紋
が
使

わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

昔
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
十
一
面
千せ
ん
じ
ゅ手

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

を
本
尊（
中
央
に
安
置
す
る
仏
）に
し
た
の
で「
観
音
寺
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ん
だ
よ
。

な
ぜ
聖
天
さ
ん
と
も
言
う
の
か
な
。

鎮
守
と
し
て
歓か

ん

喜き

天て
ん

が
祀
ら
れ
て
い
る

ん
だ
。
歓
喜
天
は
、
正
式
名
を
「
大た
い
し
ょ
う
か
ん
き

聖
歓
喜

双そ
う
し
ん
て
ん
の
う

身
天
王
」
と
い
っ
て
、
そ
の
略
称
、
俗
称

が
「
聖
天
さ
ん
」
な
ん
だ
よ
。

歓
喜
天
は
頭
が
象
で
体
が
人
の
神
様
な
ん

だ
よ
ね
。

い
、
意
外
と
詳
し
い
ね
、
の
ぼ
る
君
。
聖

天
さ
ん
は
イ
ン
ド
の
神
様
で
、
一
心
に
信
心

す
れ
ば
名
声
を
上
げ
、
技
芸
を
上
達
さ
せ
、

富
み
栄
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
。

江
戸
時
代
に
は
現
世
利
益
を
求
め
た
大
阪
商
人
の
厚

い
信
仰
を
受
け
て
、
観
音
寺
は
大
い
に
栄
え
た
ん
だ
。

商
売
繁
盛
の
御
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
豪
商
住
友
家

も
そ
の
力
に
す
が
っ
て
、
立
派
な
灯
篭
を
寄
進
し
て
い

る
よ
。

え
、
ほ
、
本
当
！
　
す
ぐ
に
拝
み
に
い
く

よ
、
僕
！

冒
頭
の
せ
り
ふ
が
空
々
し
い
ね
、
の
ぼ
る

君
…
。

天王山のぼる君の

「 大山崎町の歴史を
学習するぞ！」

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

学習するぞ！」

観音寺（山崎聖天） 編

※境内で飲食はできません


